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第一章緒論

結核免疫（狭義免疫）ト「ツベルクリン・アレルギ

ー」トノ開係ヲ･考究セル賓験的業績ハ､賓二枚雄

二逞ナシ。最近戸田教授（1）ハ、之レニ開シ系統

的二従来ノ業績ヲ三派ノ學説二大別シテ報告セ

ラレ居レリ。即チ

（１）「アレルギー」ト免疫トハ密接ニシテ不離ノ

開係。換言スレバ拉行的開係ノ存在スルト篤ス

一派。卸チ、「アレルギー」無クシテノヽ免疫無シ

ト主張スル一派。

（２）「アしリレギー」ト免疫トハ全然無開係一シ

テ、「アレルギー」無クトモ結核免疫ハ得ラルト

篤ス一派。郎チ「アレルギー」ト免疫トハ解離シ

得ラルト篤ス一派。

（３）（１）及ビ（２）トヲ折衷セシノタル一派。

以上ノ三派デ以テ代表セラレタリ､、

抑。々Ｒ．Ｋｏｃｈ（2）が所謂コ、ホ氏現象ナルモノヲ

　　　　　　　　　　

一一

登表シテ以来Ｒ６ｍｅｒ（3）ハ「アレルギー」性炎性

自噴二抗結核菌性免疫作用アリトナシ，殊ニ

Ｈａｍｂｕｒｇｅｒ(4)ハ｢アレルギー｣ニ免疫性ノ本態ノ

存スルコトヲ確カメ以テ｢アレルギー｣ト免疫ト

ノ拉行開係ノ存在テ確認セシ最初ノ學者ナリ。

爾来多数ノ追試者モ之テ認ムルニ至レリ。

就中Ａ．Ｋ．Ｋｒａｕｓ(りヽ過去30年間ノ諸家ノ業

績テ總括的二観察シテ｢アレリレギー｣卜免疫性ト

ノ間二規則的二拉行的開係テ承認セリ。而シテ

其ノ要鮎タルベキ處ハ，結核病受ナクシテノヽ結

核免疫ナク叉｢アレルギー｣ノ登生ヲモナシト述

べ，密接不離説列星ク主張セリ。近年之レニ反

シ，｢アし・ルギー｣ト免疫性トハ何等開係ナク｜ア

レルギー｣無クトモ免疫性ノ有フヽルト篤ス者ニ

Ｃｌｍｅttｅ,(6)Ｋｏｃｈｕ，Brudnickい7)Birkhaｕｇに)

Ｄｕｐｒｒｅｚ,(9)Seltｅｒ,Fetzer, Ｗｅｉｌａｎｄ,圃Siegい1)

Ｐａｇｅｌ,(12)及ビ柳滞圃等ハ種々ナル賓験成績¬ｆ以

テ，密接不離況テ否定シ，戸田教授及其ノ門下



生等詣漂無作ハ結核菌膿ヨリ抽出セル燐脂質ラ

以テ試獣ｦ一免疫セル場合、「アレルギー」化セシ

ノズシテ結核免疫ヲ成立セシノ、且ツ叉コ､､ﾎ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｰ

氏現象テ呈セシノ･ズシテ結核菌ノ慌内撒布遅延

現象ラ起サシムルコトーニー成功セリ。叉免疫動物

が時日ノ経過二従ツテ「ツ・ア」無反忠トナル場

合、若クノヽ人工的二陽性「ア」ヽルギー」化スルモ

狗且ツ免疫性ノ残存スルトナシテヰル。

　

H.S.

Willis-ヘヘ弱毒結核菌ヲ以テ海抜ヲ感染シ、約

２ヶ年後二至ル各期間二於テ「ツベルクリン」反

忠ト感染防禦試験ヲ行ヒシ處、最初ノ期間ハ、

雨者共二存在ノヽルモ、２ヶ年頃二至レバ、反忠

ノヽ甚シク減弱ｦ一束タソ、カ、或ハ全然消失ノ状態

二至ルニ不拘、感染防禦カハ猶強度二存在セル

テ謐明シ居レ几斯クノ如キ場合、反忠ノ減弱

乃至消失ノ状態ラ出現セシハ、全ク該性質ラ喪

失セシモノニ非ズシテ再感染二際シ、突然萬－

復活シテ以テ免疫性ヲモ復活スルモノナルベシ

ト見倣シ、A. K. Krausト同様該「アレルギー」

拉二該免疫ラバ、潜伏「アレルギー」乃至僣伏免

疫ト輯シ居レリ。斯クノ如キハ恰モ、Conradi

ｕ． Ｂｉｅｌｉｎｇ圃が唱ヘル「チフス」菌、志賀「クルー

ゼ」菌、「フレキシネル」菌等ヲ･以テ前處置シタル

動物二就テ其ノ形成セラレタル凝集價ノ等シク

低下セル際二之レー異種細菌列主射シタル處、

凝集價ハ直チー上昇ヲ開始シ、次デ一度下降シ

更二再ビ上昇シテ最高位二達シ、其ノ全経過ハ、

一ツノ波状曲線ヲ描クガ如キ現象二對シ既往性

血清反吉ノ名将ヲ･貨ヘタリ。郎チカヽル既往性

血清反咆ニモ類似セルモノノ如ク考ヘラルヽテ

以テ｢アレルギー｣卜免疫性トノヽ雄行開係ニアリ

ト説ケリ。余へ戸[H教授ノ命二依り果シテ

Ｈ．S. Willis J唱フルガ如キ、既往性血清反吉

ニモ類スベキ性状が、弱毒ＢＣＧ接種海狽二於

テ出現シ得ルヤ否ヤヲ･検討セントシテ、先ヅ

ＢＣＧ接種海痕二何等ノ操作テモ施サズシテ、

｢ツベルクリン｣反吉陰性二至ルヲ待チ、非特異

的物質｢カゼイン｣或ハ、｢チモテ｣菌、或ハ、｢オ

ムナデン｣等ノ皮下注射二條リ｢ツ｣反吉(｢ツベ

ルクリン｣反吉テ略将フヽル)ノ再現テ企圖sく、更

二特異的物質ナルＢＣＧ、人型加熱死結核菌ノ

接種二依り再ビ｢ツ｣反吉再現ノ有無テ調べ而シ

テ｢ツ｣反嘸陰性二至ルラ待チ最後二人型毒力結

核菌ヲ･接種シテ以テ｢ツ｣反吉雄ニコ｡､ホ氏現象

二於ケル早期反吉及ビ剖検ニョル結核性病憂ノ

有無、目]チ感染防禦カノ如何ヲ知ラントシテ昭

和12年11月ヨリ昭和13年12月二及ンデ之が

賓験ヲ･行ピクル處梢々興味アル成績ヲ得タルテ

以テ敢テ爰二報告シ、大方諸賢ノ叱正ヲ･仰ガン

トフヽ。

第二章

　

賓験方法

　　　　　　　　

第一項

　

供試獣

健康ナル雄ﾄﾞ1ﾐ白色海瞑般重300瓦前後ノモノヲ選ビ、

慄メ｢ツベルクリン｣皮内反咆ノ陰性ナルコトヲ確カ

メタル後、之ヲ賞験二供セリ。

　　　　　　　

第二項

　

供試材料

(１)供試菌ニ｡ハ、鵬敏室保存ニカ・ルＢＣＧ株址二人

型Furankfurt株結核菌及ビ｢チモテ｣菌

(２)供試薬ニハ、｢メルク｣製｢カゼイｙ・ナ1ヽリウム｣

及ビ｢バイＪﾆ･ル｣製｢オムナヂｙ｣

　　　　　

第三項

　

供試菌調製方法

(１)ＢＣＧ．ハＰｅtｒａｇｎａｎｉ氏培地４週間培養セシ菌ヲ

生理的食髄水1．0耗中二菌量１．０駈ヲ含ム如キ割合

ノ平等浮游液ヲ作り所要量ヲ皮下注射ごス。

（２）人型Ｆ株結核加熱死菌ハ、Petragnani氏培地４

週間培養セシ菌ヲＢＣＧ同様ノ操作ニテ同量ノ菌浮游

液ヲ作り、掘氏100度１時間加熱滅菌シ≒タルモノヲ所

要量皮下注射ス。

（３）「チモラニー」菌ハ、Glycerinbouillon培地４週間培養

セヅ菌ノ10.0耗ヲ生理的食嶼水１．０耗中二混ジ乎等

浮游液ヲ作り所要量ヲ皮下二注射ス。

（４）「カセヽ’イｙ・ナトリウム」。･ヽ０．５瓦ヲ滅菌蒸漏水2

耗二溶解セジメシ液ノ所要量ヲ皮下二注射ヌ。

（５）「オムナヂｙ」ハ、海桃１匹二付キ１耗皮下二注射

ヌ。
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第 １

表

貨　駿　同　斂 第１回目賓辞　　第二回目賓辞
第三回
目賓駿

大群別

第一回

目貿毅
群別

　　　　　　一一　－　一一　　處置長陽

BCG　1 mg　　「カゼィグ」０．１ｇ　　BCG ４･mg

目賓駿群別＼

怪毒人型
O.lmg

Ａ

群

甲 １ BCG 「ッ」陰性
「力七

　イｙ」
「ッ」陰性 BCG ｢ッ｣陰性 大型

乙
２ BCG 「ク」　陰　　性 BCG ｢ク｣陰性 人型

３ BCG 「ク」　　　　　　陰　　　　　　性 人型

丙 ４ 「カ　ゼイ　ｙ： BCG 「ク」陰性 人型

丁

　　･．

５ BCG 「ク」陰性 人型

６ 人型

貨　験　同　敷 第一回目賓験 第二回目貨駿
第三回
目賓駿

大群別
第一同日賓験

群別

へ、虚脱

　　宋二物質
第二已＼
　　回目貨駿群別＼

BCG　1 me ｢チモテ｣菌lOOmg A型加誓6mg 強毒人型O.lmg

Ｂ

群

甲 １ BCG 「ッ」陰性「チモテ」
　　菌 「ク」陰性人型加熱

死　　菌 ｢ク｣陰性 人型

乙
２ BCG 「ク」　　陰　　　性 人型加熱

死　　菌 ｢ク｣陰性 人型

３ BCG 「ク」　　　　陰　　　　性 人型

丙 ４ 「チモ　テ」菌 大型加熱
死　　菌「ク」陰性 人型

丁

５ 大型加熱
死　　菌

「ク」陰性 人型

６ 人型

資　験　同　敷 第一回目貰験 第二回
目貨験

大群別
　　　　　處置物質
群別

BCG　lmg
「オムナヂy」

　O.lccm
怪毒人型
O.lmg

Ｃ

群

１ BCG 「ッ」　陰　性
「オムナ

　ヂｙ」
｢ク｣陰性 人型

２ BCG 「ク」　　　　陰　　　　性 人型

３ 「ォヽ4ヽナヂｙ」 人型

４ 人型

　　　　

第三項

　

冤疫方法政二賓験順序

　　　　　　　　

(第１表參照)

BCG Ｉ廷ヲ海桃ノ左側腹壁皮下二接種シ、其ノ間何

等ノ處置ヲ施サズジテ４ヶ月後｢ツ｣皮内反態陰性二

轄化スルヲ待チ、夫々ニ非特異的物質ヲ皮下二注射セ

リ。e｢｣チ

第１同目賓験

(１)｢カセヽ'イｙ｣ヲ以ツテ處置｡スル場合

ＢＣＧ接種動物ノ｢ツ｣反塵陰性糖化ジタル海桃23匹ヲ

825

探り之ヲ２群二分ケ、賓験群９匹、對照群14匹トナ

ジ、更二是等ノ對照トシテ健常海桃16匹ヲ用ヒ、之

ヲ２群二分チ、１群ヲ５匹トジ、他群ヲ11匹トs／、

第１表二示スガ如ク、卸チ

甲群、乙群、丙群、丁群／４群トナジ、｢カセ・ｆｙ｣０．５瓦

ヲ甲群、丙群ノ２群ノ各獣ノ皮下二夫々１同注射jス。

(２)｢チモテ｣菌ヲ以ツテ處置スル場合

ＢＣＧ接種後ノ｢ツ｣反鹿陰性格化シタル海狼23匹ヲ探

り、之ヲ２群二分ケ、賓験群９匹、對照群14匹1ヽナ
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ジ、更二是等ノ對照トジテ健常海桃16匹ヲ用ヒ、之

ヲ２群二分ケ、１群ヲ５匹トナジ、他群ヲ11匹1ヽナ

シ、第１表二示ヌガ如ク、甲群、乙群、丙群、丁群／

４群トナシ'、｢チモテ｣菌ヲ100狐ヲ甲、丙ノ雨群ノ各

獣ノ皮下ニ１同注射ヲ行ヘリ。

(３)｢オムナヂソ｣ヲ以ツテ處置｡ｽﾉ1／場合

ＢＣＧ接種後ニ｢ツ｣反塵陰性二轄化ジ｡タル海桃10匹ヲ

探り、之ヲ２群二分チ、各群各々５匹宛トs／、更二是

等ノ對照トジテ健常海桃10匹ヲ用ヒ、之ヲ２群二分

チ、各群各々５匹トナジ、第１群、第２群、第３群、

第４群ノ４群トナジ、｢オムナヂｙ｣1．0琵ヲ第1、第

３ノ雨群ノ各獣ノ皮下ニ１同注射ヲ行ヘリ。

而シテ｢カゼイン｣、｢チモテ｣菌等ノ非特異的物質ヲ注

射後夫々５日目、15日目、30日目毎ニ｢ツ｣皮内反塵

ヲ検セリ。次テ第２同目ノ賓験1ヽジテ特異的物質ナ

ルＢＣＧ、人型加熱死結核菌ヲ夫々｢カセ・イゾ｣處置群

ニハＢＣＧヲ、｢チモテ｣菌處置群ニ・ヽ、人型加熱死結

核菌ヲ處置セリ。

第２岡目賓験

(１)｢カセヽ‘イｙ｣處置後更ニＢＣＧヲ以ツテ處置スル場

合

｢カセヽ゛ｲｙ｣處置後｢ツ｣反塵陰性海桃自｢｣チ第１同責験

ノ(１)ノ全群ヲ更二細別ヌレバ、甲群ハ第１群トナ

ジ、乙群ヲ２群二分チ、１群ヲ７匹トナジ、之ヲ第２

群ト排ジ、他群ヲ第３群ト梧シテ７匹トジ、健常無處

置對照群ヲ２群二分ケ、１群ヲ６匹トナジ之ヲ第４群

トs／、他群ヲ５匹トジ之ヲ第６群ト梧シ'、第１同穴験

ノ丙群・ヽ之ヲ第４群ト呼ブ。而ジテ第１群ヨリ第５群

迄ノ各群各獣共- BCG ４．０駈ヲ１同皮下注射｡ス。

(２)｢チモテ｣菌處置後更二人型加熱死結核菌ヲ以ク

テ處笠ヌル場合

前掲ノ｢カセヽ'イｙ｣處置後更ニＢＣＧヲ以ツテ處置フヽル

場合ト同様ノ操作ヲ行ヒ、人型加熱死結核菌６,０剋ヲ

接種ス。

以上、ＢＣＧ、人型加熱死結核菌等ノ特異的物質ヲ注

射後５日日、15日目、30日日及ビ以後､ハ毎月１同宛

｢ツ｣皮内反感検査ヲ行ヒタルモ閻表掲載ノ開係上煩

二過グル嫌ヒアルヲ以テ之ヲ省略ジ180日目、210日

目ノ５同ノ｢ツ｣皮内反堆ヲ検セリ。次テ第３回目ノ賓

験トヅテ人型強毒結核菌０．１託ヲ第１問賓験中ノ｢オ

ムナヂｙ」處置群及ビ第２同目貨験ノ各群ノ「ツ」反塵

陰性糖化ヲ待チ各獣二接種ヅ以テ接種後40日目「ツ」

皮内反塵ヲ試ミタリ。

　　

第四項「ツベルクリン」皮内反感検査法

傅研製奮「ツペノl/クリｙ」ヲ生理的食甕水ヲ以テ10倍

二稀憚ジ、其ノ０．１耗ヲ堡メ剪毛ヅ｡ﾀﾉ1/海桃ノ側腹部

或ハ背部ノ皮内二注射ジ、同時二對照液トジテ「グリ

セリゾブイヨｙ」ヲ用ヒ、24時間及ビ48時間ノ２同二

観察s／、48時間後二於テ登赤、浸潤、硬結0．5粍以

上ヲ陽性ト見倣セリ。

　　　　

第五項

　

強毒人型結核菌感染法

雷教室保存ニカヽル人型Furankfurt株結核菌ヲPet-

ragnani氏培地上二約４週間培養ジタノレモノヲ用ヒ、

生理的食暁水２琵二該菌１駈ヲ含ム如クー平等浮游

液トナジ、該浮游液ノ０．１耗（結核菌／ヽ0．1廷）ヲ海桃

ノ右側腹壁皮内二注射セリ。

　　　　　　

第六項

　

コッホ氏現象

強毒人結核菌皮内注射後24時間及ビ48時間二於ケ

ル注射局所ノ皮膚ノ慢化、印チ曇赤、浸潤、硬結ヲ

測定ジテ５粍以上ヲ陽性トナセリ。而ジテ強毒菌接種

日＝1リ算ン接種局所二潰瘍ノ妾生迄ノ日数ヲ記載次

テ該潰瘍ノ治癒二要jスル日数ヲモ算セリ。次テ’菌接

種部ノ近接局所淋巴腺ノ鯛知ヲ菌接種日ヨリ算ジ之

ヲ観察記載セリ。

　　　　　　　

第七項

　

剖検所見

強毒結核菌接種後63日乃至65日ヲ経テ「クロロホル

ム」ヲ以テ死二到ランメ内臓（主トジテ肺、肝、牌、

腎j）ニ於ケル結核性病慢所見ヲ観察ン、併セテ近接局

所淋巴腺ノ慢化ヲモ観察ヌル＝=1トヽセリ。倚ホ内臓病

礎程度ノ観察・ヽ凡テ肉眼的所見ノｉニジテ、主トシテ

結核性結節ノ多寡及ビ乾酪様慢性ノ有無、軽重ヲモ考

慮二入レ・以テ次ノ如ク匹別ヲナセリ。

・､ハ結節極メテ少数ナルモノ。●・ノ｀ゝ結節少数存在セル

モノ。∴ハ結節中等度二存在セルモノ。こ:・ヽ結節梢ζ

高度二存在セルモノ。S・:／ヽ結節極メテ多数存在スノl／

モノ。（－≫ヽ結核性病愛ノ肉眼的二認メ難キモノ。近

接淋巴腺ノ乾酪愛性ヲ認メ｡タルモノノヽ「酪」1ヽ記載ジ、

大サユ閲ンテヘ（十≫ヽ米粒大、（好いヽ鴎豆大、（柵･）

｡･ヽ鷲豆大、（冊≫ヽ掃指頭大、トジテ標示セリ。

第三章

　

賞験成績
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第一節「ツベノlヘクリこ／」皮内反吉成績

　

第一項

　

ＢＣＧ接種海瞑二於ケル｢ツベル

　　　　　

クリン・アレルギー｣ノ経過

海狸90頭ヲ用ヒ、BCG １．0廷ヲ左側腹壁皮下

二接種シ、４ヶ月間二亙り何等處置ヲ施サズシ

テ、30日目、60日目、90日目、120日目ノ４同

二於テ｢ツ｣皮内反嘸尹行ヒ第２表二示スガ如キ

成績ラ得タリ。

自]チ、30日目及ビ60日目ノ皮内反嘸検査二於

テハ１例モ陰性ヲ示スモノナク、90日目二於テ

85例中陰性尹示スモノ僅カー18例二過ギズ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

第２表

　

BCG ｌｍｇ處置海瞑二於ケノl／

　　

｢クペルクリｙ｣皮内反鹿ノ経過

827

惑　染　日　数 處置
前

30
日

60
日

90
日

120
　日

賓　験　顛　斂 90 卵　i　87 85 83

死　亡　頭　敷 ０ ソ

●●Ｗ
１ ２ ２

10?ぶA. T.　（十）
皮内灰塵数

1　

（一）

０ 88 87 67 32

90 ０ ０ 18 51

「ッ」反庶陰性糖化
　　　百分率

21.1

　　％
60.2
　％

３

120日目二於テハ、83例中51例ノ陰性成績チ

得タリ。

　　　

表

群

別

海

瞑

番

彼

鱈重（瓦） 虚

脱

物

質

注

射

用

量

日　撒 處置前 虚脱後５日目 處置後15日目 處置後30日目

開

始
時

終了

時

反咆元 10％A.T. 10％A.T. G. B. 10％A.T. G. B. 10％A.T. G. B.

　　時間に

24 48 24 48 24 48 24 48 24 48 24 48 24 48

第

甲

群

１ 460 440

　¬
カ

ゼ

イ

y
L_

○

玉

瓦

６×６４×４８×８６×６５×４２×２8× 715×5 ４×４ - ６×６４×４４×４ -

３ 430 420 ５×５３×３６×６４×４3×3 - ６×５３×４３×３ - ５×５４×３３×３ -

４ 420 435 ５×５3×3５×５４×４３×３ - ５×５３×４３×３ - ５×５３×３３×３ 〃

７ 480 500 ４×４２×２４×４ - ３×３ - ４×４２×２２×２ - ４×４ - ２×２ -

８ 410 420 ４×４ - ４×３ ㎜ ２×２ - ４×４ - ２×３ - ４×４ - ３×２ -

９ 490 490 ５×５３×３７×８６×６４×４ - ５×６４×３３×３ - ５×５３×３３×３ ㎜

10 410 420 4×4２×２５×５３×３３×３
四

４×４ 〃 ２×３ - ４×３ - ２×２ -

15 500 540 ４×４３×３４×４２×２２×２ - ↓×３ - ２×２ - ３×３ - ３×３ -

16 460 490 ５×５３×３７×７５×４４×４ - ６×６５×４４×３ - 5×5３×３３×４ -

第

乙

群

13 455 510

無

慮

置

４×４ - ４×４ - ３×３ - ５×４ - ３×３ - ４×３ - j3x2 -

17 470 500 ６×６４×４６×５４×４４×４３×２５×５３×３３×３ - ４×４３×３３×３ -

18 460 500 ６〉ぐ６４×４６×６４×４４×３３×２５×４３×３４×４２×２５×４３×４３×３２×２

19 480 520 ６×５４×３６×６4×3４×４３×３５×６４×４４×３２×２

20 510 550 ５×５３×３５×４４×３３×３ - ５×５３×４3×3ト ４×４３×３３×３ -

21 495 540 ５×４3×3５×５４×２３×３ 四 ４×５3×3 ３×３ - ４×５３×３２×２ -

22 500 550 ４×４３×２４×４ - ２×２ - ４×４ - ３×３ - ４×４ - ３×２
四

24 440 460 ６×４３×４４×４３×３３×３ - ４×４３×２３×３ - 4×3２×２３×３ -

25 445 470 ５×５４×３５×５４×４３×３
四

５×４３×３３×２ ㎜ ５×５３×３４×３
四

26 420 460 ４×４３×３５×４３×３３×３
四

５×５４×３４×４２×２５×４３×３３×３
四

27 435 480 4.×4 〃 ４×４２×２２×２ ㎜ ４×４３×３２×２ - ３×３ －12×2 〃

28 470 520 ６×６４×３６×６４×４３×４２〉く２５×５４×４３×４ - ５×４2x2 ３×３ -

30 480 540 ５×５４×３５×５３×３４×３ 四 ５×４４×３３×３ - 4×413×3３×３ ㎜

31 460 500 ４×４２×２4×41－ ２×２ - ４×４２×２4×3i － ４×３ - 2χ21 －

第

丙

群

165 310 320

ヵ　○

ゼ　　●ィ　五

ソ　瓦

4×41－ ４×４ - ３×３ - ４×４ - ３×３ - 4x31 － i3×3 -

166 295 300 3×3! 一 3×31－ ２×２ - ３×２ - ２×２ - ３×３ ㎜ ２×２ -

167 300 310 ２×２ 四 ３×３ - ３×３ - ３×３ ㎜ ３×３ 〃 ３×３ - ２×２
四

168 340 335 四 - ２×２，－
　　　１

- - ２×３ - 四 - ２×２ - ２×２ -

169 335 345 ‾　　｜　　　13×31 － 13×3 - 2×2 - ３×３ －j2×2 ㎜ 3×3i － ２×２ 四

- 、
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【第17巻

第

丁

群

176 2901330

無

慮

置

３×３
四

３×３ - ２×３ - ３×３ 四 ２×３ - ３×３ 四 ２×２ -

177 300 350 ３×４
四

3×3 - - - 3×3 - ３×２ - 3×3 - ２×３ -

178 330 370 ２×２ - - - - - ２×２ - ㎜ - ２×２ - ２×２ ㎜

179 340 360 ３×３ - 3×3
四

３×４
四

４×４ - ３×３ - ４〉４３ - 3×3 -

180 320 360 ４×３ - ４×３ - ３×３ - ３×３ - ２×２ ㎜ 3×3 - ２×５ -

181 310 345 ２×２ - ２×２ - - - ２×２ - 四 - ２×２ - - -

170 310 340 ２×２ 四
２×２

四 - - 3×2 - ２×２ - ３×３ - ２×２ -

171 300 350 3×2 - 3×3 - ２×２ ㎜ ３×３ - ２×２
四

３×３ - ２×２ -

172 310 350 ２×２ 〃 ２×２ - ２×２ - ２×２ - ２×３ - ２×２
四 四

-

173 340 385 ３×２ - ２×２ - - ㎜ 3×3 - ２×２ - ４×３
四

３×３ -

174 320 370 3×3 ㎜ ３×３ - 四 ㎜ ３×３ - ２×２ - 3×3 - ２×２ ㎜

175 330 380 ｜ ２×３ - ３×２ 一13×3 - ３×３ - ２×２ - ２×２ - ㎜ 四

　　

第二項

　

ＢＣＧ接種後ノ「ツベルクリン」

　　

皮内反感陰性海瞑二於テ非特異的物質

　　

注射二依ツテ惹起セラルヽ「ツベルク

　　　　

リン・アレルギー」ノ再現成績

　　　　　　　　

（第１同賓験）

　

第１日「カゼ・1ン」ヲ以ツテ處置スル場合

第３表ハ本賓験ナリ。

　

５日目二於ケル皮内反撫

成績へ甲群ノ９例中陽性反嘸ヲ･現ハセシヘ

３例Nr. 1. Nr. 9. Nr. 16ニ過ギズ。　就中

Nr. 16 ;如キハ、痕跡陽性ヲ示スノミ。 15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
４

目二於テ､ハ、２例Nr. 1. Nr. 16が「ツ」反座

陽性ヲ･認・･シガ、Nr. 16 J如キノ’ヽ痕跡陽性テ

認ムル程度ナリ。30日二於テハ、全例凡テ陰性

成績ナリキ。而シテ對照ナルベキ他ノ乙、丙、

丁ノ三群ノ各群、各獣ハ夫カノ反座検査二於テ

モ凡テ陰性成績ヲ示セリ。

　　　

第２日「チモテ」菌ヲ處置スル場合

第４表ハ本賓験成績ナリ。５日目二於ケル「ツ」

反座成績へ第甲群ノ９例中３例Nr. 32. Nr.

40. Nr. 41 ノ陽性成績ヲ･認ノ、就中Nr. 40 ノ

　　　

表

群

別

海

瞑

番

抗

蔚重(瓦) 處

置

物

質

注

射

用

量

日　敷 虚脱前 處屋後５日目 處置後15日日 處置後30日目

開

始
時

終
了

時

反喉元 10％A.T. 10％A.T. G. B. 10％A.T. G. B. 10％A.T. G. B.

≧ｿm
我　、
加護＼

24 48 24 48 24 48 24 48 24 48 24 48 24 48

第

甲

群

32 475 490

¬チ

モ

－ご

菌

-一心
○

○

○

託

６×６４×３7×7５×６４×４２×２7×7６×６4×412×2６×６４×４３×４２×２

33 冊0 460 ６×６４×４６×５４×３４×４２×２７×７５×５４〉く４ - ５×５４×３４×４ -

34 490 510 ４×４ ㎜ ４×５２×２２×２ - ４×４
四

２×２ - 4×3 - ２×２ -

36 460 495 ４×４ -- ４×４ - ２×２ 〃 ４×４
四

３×３ - ４×４ - - -

38 470 470 ３×４ - ５×５４×３3×3 -

40 495 520 ５×４3×2 ７×７５×４５×３3×2 ６×６４×４４×４2×2 6×6 ４×４３×３

41 480 495 ６×６４×４８×８６×７４×５２×２７×７５×５４×４3×2 6×6 ４×３４×３3×2

43 510 540 ４×３ - ４×４ - ３×３ 四 ４×４ - ２×２ ㎜ ３×４ - ３×３ -

44 530 510
｜

１

４×４２×２５×４３×３３×２
四 4x3 四 - ㎜ 4･×4２×２２×２ ㎜

第

乙

45 1 440 470

無

４×４２×２４×４２×２３×３ ﾄﾞ×４ ３×３ - ３×４ - ３×３

46 440 485 ６×６4×4６×６4･×4４×４２×２６×６４×３４×４２×２６×５４×３4×4j２×２

48 465　450
　　　｜

４×４ - ４×３ - ２×２ 四 ４×３ - 3×3 -

49 480 550 ５×５３×３５×５４×３３×３ - ６×６３×４４×４２×２５×５３×３3×3 -

50 430 480 ４×４２×２５×５３×３３×３ ㎜ ４×５３×３３×３ - ４×４３×２３×３ 四

53 410 460 ５×５４×３５×５４×３３×３ - ５×５４×３４×４2×2 ５×４３×３3×3 -

53 450 490 ４×４２×２４×３ - - - ３×３ - 3×3j － ３×３ - 3×3 〃

,ﾊﾞ711.

-1--･.I
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，　　　ｒ　　　　ｒ　　　　ｆ １　　　　　　　　　．　　　　１　　　　●　　　　１　　　　．　　　・　　　　．　　　♂　　ｌ　　　　ｊ　　●　　　　　　　　　１ ●

1　24 460 500 處

置

６×↓４×３４×４３×３3×3ト ４×４3×2,3×3 - ４×３２×２３×３ ㎜

群

25 豺Oド80 ５×５４×３５×５４×４3×3ト ５×４３×３3×2 - ５×５３×３４×３ -

26 420 460 ４×４３×３５×４３×３3×3 - ５×５４×３４×４２×２５×４３×３3×31‾

27 435 480 ４×４ 4×4 2×212×2 - ４×４３×３２×２ ㎜ ３×３ - ２×２
四

28 470 520 ６×６４×３６×６４×４４×３2×2 ５×５４×４４×３ - ５×４２×２３×３ -

30 490 540 ５×５４×３５×５３×３４×３ - ５×４４×３３×３ - ４×４３×３３×３
四

31 430 4851
ｊ

４×４2×2 4×4i -2×2 - ４×４２×２４×３ - ４×３ －!2×2 ㎜

第

丙

群

160 310 320
＿_．』

　　　　　１

３×３ 四 4×3i‾ 2×21 － ４×３ - ３×３ - 3〉(31 － 3×31 －

161 300
　　　　　｜　　　｜3501チ

○

○

Å

２×２ - ３×３
四

２×２ - ３×２ －　２×２ - ３×２ 四 ２×２ -

162 325 345 モ
ーご

菌

３×３ - ３×２ - ２×２ - ３×３ －i2×2 - ３×３ - - 四

163 340 365 し　｜

冦一一一
　　ｉ

２×２
四

２×２ -
四 ㎜ ２×３ - -　- ２×３ －２×２

　｜
-

164 310 325 4×3i － 4×4! － 13×2 －14×3 －３×３ - ３×３ - ３×３ -

第

丁

群

185 300リ40

無

慮

置

ｊ
-

3×3，－ ３×キー ３×３ - ３×３ - ２×３ - ３×３ ‾，3×4 -

186 310 290 4×3 - ４×４ - ４×４ - ４×３ - ２×３ - ３×３ - ２×３ -

188 290 330 ２×２ - 2×21 － - - ２×２ - - - ２×２
四 - 四

189 300 350 ３×３ 〃 ３×４
四

４×４ - ３×３
四

３×３ - ３×３ - ３×３ -

190 280 340 ３×３ - ４×４ - ３×３ - 3×3 - ２×２ - ３×３ - ２×２ -

192 345 390 ２×２ ㎜ ２×２ - - - 四 - - - ２×２ ㎜ ㎜ -

170 310 340 ２×２ - ２×２ - 一・- ３×２ - ２×２ - ３×３ 四 ２×２ -

171 290 345 ３×２ - ３×３
四

２×２ - ３×３ - ２×２ - ３×３
四 ２×２ -

172 290 330 ２×２
皿

２×２
四

２×２ - ２×２ - ３×２ - ２×２ －七万
173 340 385 ３×２ - ２×２ - - - ３×３ - ２×２ - 4×3 四 3×3S‾

174 320 370 ３×３ - ３×３ - ㎜ 四 ３×３ - ２×２ - ３×３ - ２×２ -

175 330 380 ３×２ - ３×２ - ３×３ - ３×３ - ２×２ - ２×２ ㎜ - -

１例ハ痕跡陽性テ示シ、15日目二於テヘ同ジ

　　

テ陰性成績ザ認ムルノミ。

ク９例中、３例Nr. 32, Nr. 33, Nr. 41弱陽　　　　第３日「オムナヂン」ヲ處置スル場合

性成績ヲ･認ノ｡、30日目二於テノヽ、全例何レモ陰性

　　

本賓験成績ハ、第５表ナルモ５日目二於ケル

ナリキ。而シテ對照ナルベキ他ノ乙、丙、丁ノ

　　

「ツ」皮内反恚成績ハ、第１群ノ５例中４例陽性

３群ノ各群、各獣ハ、何レノ検査日二於テモ凡

　　

尹示シ、就中Nr. 62, Nr. 63, Nr. 74ハ陽性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

　　　　

５

　　　　

表

群

別

海

挑

番

妓

僣重(瓦) 處

置

物

霞

注

射

用

量

日　敷 處置前 處置後５日目 處置後15日目 處置絞30日目

開

始
時

終
了

時

反嘔元 10％A.T. 10％A.T. G. B. 10％A.T. G. B. １０％Ａ．Ｔ．Ｇ．Ｂ．

二時間

登
赤浸潤べ

２１ 48 21

　　！　　，

48　　24　1　48

　　j　　　　l

　　i　1　1

24　　48　1　？↓　　48

　　，　　　　　｜

　　　　　　　｜24　　48　　24　＼18

第

一

群

56 475 500
　¬
オ

ム

ナ

ヂ
y
L＿

｜

ｌ

４×４２×２６×６５×４３×３ ㎜ 6×6 4×413×31－ ５×４３×３３×３ -

62 1 490 510
　l　　　　l

－

○
耗

５×５３×３７×７５×５４×４ - ７×７５×４４×３ - ６×６４×４４×２ 四

63 500 540 ５×５３×３８×７６×６4×5ト ７×７　　　　　　　｜　　　　・６〉く5 5 X 5!3×2
6 X 5 4×４３×３ -

67 520 530 ４×４ - 5×513×3 3×3ト ４×４２×２３×２ - ３×４２×２３×３ -－

68 500 535 ５×５４×３７×７５×５4×3! 一 ７×６５×４３×３ - ５×５３×３３×３ 四

第

S . - = -

- 一 一 -

泄

25 640 700 ３×３ - ３×３ - 2×21 － ３×３ －12×2’ － ３×３ - ３×３ -

26 700 750 ４×４２×２４×４３×３3×3i － 4×3２×２３×３ - ４×４２×２３×３ -

27 750 780 ３×３ ㎜ ４×３ 四 3×31－ ３×３ - ３×３ - ２×２ ﾊﾟ2×2 －

28 760 810 ３×３ - ３×３ - ３×３ - ３×２ ㎜ ２×３ - ３×２ -　- -

’リ30 1 780 800 ｜ 3×3j － 13×2 L12×2j－ 3×3i － ２×２ - ３×３ －　２×２四
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第

一一一

群

207 310 340
¬
オ

ム
ナ

ヂ
y
L_

－

○

●J

４×３２×２４×３２×２３×２ - ３×４２×２３×３ -

208 300 290 ３×３ - ３×３ - ２×２ - ３×２ - ３×３ ㎜ ２×２ - - 〃

209 340 330 ２×２ - ２×２ - - - ２×２ - - - 2×2 四 - -

210 320 345
花ｓ

３×３ ㎜ ３×４2×2'2×2 - ３×３２×２2×3 - 3×3 - ３×２ -

211 310 350 ４×３２×２４×４３×２３×３ - ４×３２×２２×３ - ３×３ - ３×３ -

第

四

群

170 650 680 ３×２ - ２×２ - ２×２ - 3×2 - ２×２ - 3×3 一 ２×２ ㎜

172 630 660 ３×２ - ３×３ - ３×３ - ２×２ - ㎜ - ３×２ 〃 - 皿

173 670 700 ４×３ - ４×３ - ３×２ - 3×3 - ３×３
四

３×３ - ３×３ -

174 660 720 ２×２ - ３×２ - ２×２ - ２×２ - ２×２ - ２×２ - 四 四

175 650 700 12×2 - 2×2J－ - - ２×３ - ３×２ - ２×２
四

２×２
四

反廳テ認八Nr.56ノ１例ﾉ､痕跡陽性ヲ示セ

　

リ。15日目ニ於テノ、Nr.63

　

ノＩ例ハ陽性反

恵、他ノ２例Nr.62，Nr.74ダ､痕跡陽性反樹

成績ナリキo處置後3O日目ニ於テハ全例陰性o

對照ナルべキ他ノ３群ハ何レノ楡査ニ於テモ各

群、各獣共ニ陰性成績ヲ示セリｏ

　　　　　　

第４目

　

本項ノ小括

以上ノ成績テ通覧スルニ「カゼイン」、「チモテ」

菌ノ各注射物質ニヨツテ惹起スル「ツ」反庶ハ何

　

1/モ極ク軽徴ナル陽性反廊ニ比シ、「オムナデ

　

ン」注射ﾉ､前二者ヨリ逢カニ陽性輯化阜高シo

　　

第三項

　

BCG接種後ノ「ツべルクルン」

　　

皮内反廉陰性動物ニ非特異的物質注射

　　

及ビ「ツべルクリン」皮内反感陰性後

　　

ＢＣＧ及ビ人型加熱死結核菌等ノ特異的

　　

物質注射ニ依ツテ惹起セラル、「ツべ

　　　

ルクリン」皮内反慮（第２回賓験）

　　　　

第１目

　

ＢＣＧテ處置セル場合

第６表ハ木賓験ノ成績ナリｏ第５日目ニ於テ第

　

１群ハ９例中５例ハ陽性反庖Nr.1，Nr.3，

Nr･ 4， Nr･ 9， Nr･ I6　ヲ示シ、第３群ﾉ､６例

中３例Nr.8，Nr.2O，Nr.21

　

ガ陽性反座チ

’示シ、２例ﾉ、Nr.13，Nr.17痕跡陽性ヲ示ﾌ、

　

モ他ノ４群ハ何レモ陰性成舵け示セリ,、15目目

　

ニ於テハ、第１群ハ９例中Ｉ例Nr.15テ除ク

　

他ノ８例ﾉ､凡テ陽性反恚テ示シ、第２群ハ６例

　

中Ｉ例陰性Nr･ 22 ヲ除キ他刈揚性サ認八第

　

４群拉ニ第５群中

目二於テヘＢＣＧ接種セシ各群剖］チ第1、2、4,5

ノ各群一様二陽性反営尹示スコト高度ナリ。 150

日目二於テハ、第１群ハ７例中１例陰性成績尹

示スノしｰ・シテ他ノ６例ハ陽性ヲ示シ、第２群

ハ４例中２例陽性Nr. 13, Nr. 17 他ノ２例ハ

反営陰性。

　

第４群ハ４例中１例陽性他ノ３例

Nr. 176, Nr. 179, Nr. 181 ハ反営陰性成績チ

示シ、他ノ第3、5ノ雨群ハ陰性ナリキ。210日目

二於テノヽ第１群５例中１例Nr. 8 /陽性成績

ヲ･認ノ‘シ以外ノ４例ハ陰性反営成績ナリ。第２

群ハ４例中１例Nr. 13 反底陽性尹示フ、。他ノ

第3、4、5、6ノ各群、各獣ハ何レモ陰性ナリ。

　　　

第２日

　

人型加熱死結核菌ヲ以ツテ

　　　　　　　　

處置セル場合

本賓験ノ成績表ハ第７表ナリ。

　

５日目二於ケル

「ツ」皮内反営成紅レヽ、第１群二於テヘ

　

９例中

Nr. 32, Nr. 40, Nr. 41　ノ３例ノ陽性成績ヲ

認ノ、第２群ハ６例中２例Nr. 46, Nr. 49陽

性反営チ示ス以外二之テ認ノズ、且ツ加熱死結

核菌接種群ノ第4､5ノ雨群及ビ對照第６群何1ノ

モ陰性ナリキ。 15日目一於テハ、第１群ハ、９

例中３例ノ陽性Nr. 32，Nr. 40，Nr. 41 ノ３

例、第２群ノヽ、Nr. 46，Nr. 49 ノ２例陽性反

古チ示シ、前同検査ノ常時ト大差ヲ認ノ･ズ。第

５群ニ１例Nr. 186陽性刊

６ノ各群何レモ陰性ナリキ。 30日目二於テハ、

加熱死結核菌テ接種セル第1、第2、第4、第５

ノ各群各獣何レモ弼陽性反営テ呈シ、對照ノ第

3、第６群ハ陰性テ示セリ。 150日目二於テハ、

５例中２例Nr. 36，Nr. 40 陰性ヲ･呈シ、第２
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群ハ、１例Nr. 50 ノ陽性反雁テ示シ、

他ノ２例ハ陰性ナリ、第５群ハ５例中

２例Nr. 185, Nr. 186陽性ヲ示シ、

他ノ３例ハ陰性成績ナルヲ認八第4、

第５ノ雨群ノヽ陰性ナリキ。 210日目二

於テダヽ、全群ノ各獣凡テ陰性ナル列

ムｏ

　　　　

第３日

　

本項ノ小括

ＢＣＧ及ビ人型加熱死結核菌ヲ以ツテ

注射スレバ處置後何レモ５日目二於テ

既二陽性テ示シ来リ、15日目二於テハ

ＢＣＧ注射海痕ノヽ人型加熱死結核菌注

射海痕二比シ、｢ツ｣反庖陽性海痕数モ

多ク且ツ反恚白膿モ登赤、浸潤、硬結

モ大サノ噌スヲ･認メラレ、30日目二於

テハ雨注射海痕共夫カ責験群及ビ對照

群ノ各群、各獣何レモ彊陽性ラ来シ其

ノ間差異テ認ノ･難シ。而シテ時日ノ経

過二従ツテ150日乃至210日二至レバ

漸次各群各獣共ニ｢ツ｣反礁陰性ヲ呈シ

来リ、人型加熱死結核菌處置海抜ダヽ

ＢＣＧ處置海痕二北シ脱－150日検査

二於テハ陰性反吉テ示ス海痕其ノ倣ハ

少キヲ認ム。要之ニBCG ・ヽ加熱死結

核菌二比シ｢ツ｣反妻賦奥能力拉二再現

賦呉能力共二弼ク且ツ長期間二渉ル持

績性モ強度ナルヲ･認ム。

　　

第四項

　

BCG―{｢ツ｣反感陰

　　

性)り非特異的物質－(｢ツ｣反

　　

感陰性)-)特異的物質一(｢ツ｣

　　

反感陰性)後ノ海瞑及ビBCG

　　

一(｢ツ｣反感陰性)４非特異的

　　

物質－(｢ツ｣反感陰性)後ノ海

　　

瞑二強毒結核菌接種二依ツテ

　　

惹起セラルヽ｢ツベルクリン｣

　　　

皮内反感成績(第３同責験)

第１同賓験二於タル｢才ムナヂン｣處置

群址二第２同責験二於ケルＢＣＧ處置

セル群及ビ｢チモテ｣菌テ處置ｔﾌﾚ群７
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【第17巻

各群、各獣二張毒結核菌ヲ接種後４日目ノ成績

　　

第１日｢オムナヂン｣處置群(第Ｃ群)

第８表二見ル如ク、第1、3ノ雨群ヽﾆｰ顧著ナル

｢ツ｣皮内反施ヲ現ハセシモ、第2、4ノ雨群ノヽ反

庶陰性ヲ示セリ。

　　　　

第２日

　

ＢＣＧ處置群(第Ａ群)

本賓験ノ成績ハ第９表ナリ。第６群ヲ除ク以外

ノ第１群ヨリ第５群迄ノ各群、各獣ハ殆ド張陽

性皮内反息尹示セリ。

　　　　　　　

第

　　

８

　　

表

群

別

海

瞑

番

抗

處

置

物

質

注

射

用

量

日　脱 虚脱前 虚脱後４日日

反鹿元 10％A.T. 10％A.T. G. B.

＼、時

｀　間ビ

浸潤

24 48 24 48 24 48

第

一

髭

56 人

型

Ｆ

株

結

核

菌

○

=一心

駈

５×４３×３10〉く８ ８×　８５×４２×２

62 ６×６４×４14×12 10×10 ６×６４×３

63 ６×５４×４14×10 12×　9 ５×５3×3

67 ４×３２×２ ６×　６４×４ 3×3 -

つ68 ｜ ５×５３×３ ８×８ ６×　６６×４３×２

第

一

四丿
群

26

タｙ

2×2 - ７×　７５×　５５×４２×２

27 2×2 - 10×10 ９×６ ６×６４×３

28 ３×３ - ８×　７６×５ ３×３ -

第

一一一

群

207

り

3×3 - ３×　３ - ３×３ -

208 ４×４２×２ ５×４ ３×　３４×４ -

209 ２×２ - ３×　３ - ３×３ -

210 ３×２ ㎜ 4,×3
四 3×3 -

211 ３×３ - 3χ 31　－ ２×２
四

第

四

飴

170

タタ

３×３ ㎜ ４×３ ㎜ ３×３ -

172 ３×２ - ３×３
四

３×３ -

173 ３×３
四

３×　３
四

２×２
四

174 ２×２ - ４×３ 2×　2ﾄ1×4 ２×２

175 ｉ ２×２ - ３×　３ - ３×３ -

第 ９ 表

群

別

海

挑

番

凱

處

置

物

質

注

射

用

量

日　撒 憲政前 広沢後４日目

反吐元 10％A.T. 10％Ａ．Ｔ． G. B.

ヽ時

　へ　間

我IIヽ、
赤Ｙ

浸潤＼

24 48 24， 48 24， 48

第
1洛

Ｏ

６×６４×３10×9 ８×　７６×６３×３

３型Ｆ
株
結

核菌

４×４２×２ ８×　７６×６５×４２×２

４ ５×４3×2 12×10 13×　9８×８３×３

群

託８ ７×７６×６14×13 11×10 ６×４３×３

９ ３×３ - 10×8 ７×７４×３２×２

第

一

-̃●

群

13

９９り

６×６５×４12×12 10×9 ８×６4×31

17 ３×３ - ８×　８６×６ ３×３ -

21 ４×３ - 14×10 13×12 ６×６3×3

221 ｊ ３〉く３ - ６×６ 4× 413×3 -

第

一

一一一-

群

26

一一
27

９９ ・●

２×２ 四 ７×　７５×５ ５×４２×２

２×２ - 10×10 ９×　６６×６4×3

28 ３×３ - ８× ７ ６×５ ３×３ -

301 13×3 - ６×６ ４×４ ３×３ -

第

四

群

165

日 タ９

４×４ - ９× ９ ７×６ ３×３ -

166 ４×４ - 10×8 ７×　７６×６3×3

第
五
群

176

９９
り

４×３２×２12 × 10 ９×９ ８×６４×３

178 ５×４３×３ ９×７ ６×６ ４×４ -

181 ３×２ - 10〉く８ ８× ７３×３２×２

第

六

群

170

り 日

3×3 - ４×３ ㎜ 3×3 四

172 ３×２
四

３×３ - ３×３ -

173 3×3 - ３×３ - ２×２ -

174 ２×２ - ４×３ ２×２ ４×４２×２

175 ２×２ - ３×　３ - 3×3 四

第 10 表

群

別

梅

桃

番

銚

處

晟

物

質

注

射

用

量

日　徹 虚脱前｜　　虚脱後４日目

反鹿元 10％A.T. 10％A.T. G. B.

＼¦

晋＼

赤　……、

浸潤＼

24 48 24 48 24 48

⊃32 人

型
Ｆ

株

結

核

菌

○

一
駈

４×４ - ８×　７６×６ ５×５３×２
弟

- 一 一 一 -

群

33 ５×４３×３14×13 10×8 ８×８４×３

36 ４×４２×２10×8 ８×６ ９×６５×４

　祁

－-
　』3

3×3 - ５×　５３×３ 3×3 四

４×４２×２ ７×６ ５×５ ５×５3×3

第

丿一
群

祁
一
郭

-
50

ｙｙ

り

４×４２×２10×7 ７×７ ８×８４×３

６×６４×４12×10 ９×８ ６×６3×2

4×4 ３×２ ９〉く　８ ７×７ ４×４ -

第

一一一

群

26

り
ｙ９

2×2i 一 ７×７ ５×　５５×４2×2

27 ２×２ - 10×10 ９×　６６×６4×3

28 ３×３
四

８×７ ６×５ ３×３ -

30 3×3 - ６×　６４×４ ３×３
四

第

四

群

161

日 ９●

３×３ ８×６ ５×５ ６×５３×３

162 ２×２ ９×７ ６×　６６×６４×３

第

五

群

186

日 ９１

６×６４×４ ８× ７ ５×５ ５×４２×２

189 ３×２ - ６×　６ 4×4. ４×４２×２

190 3×3 - ５×５ ６×　６３×３
四

第

六

群

170

り り

３×３ 四 ４×３ - ３×３ -

172 ３×２ - ３×　３ - 3×3 -

173 ３×３
四

３×　３
四

２×２ -

174 ２×２ 四 4=×　3 - ４×４ -

175 12×2 - ３×３ - ３×３ -
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第３日

　

人型加熱死結核菌處置群

　　　　　　　　　

（第Ｂ群丿

本賓験成績ハ第10衣ナリ。こヲ･見レバ第１群

ヨリ第５群ノ海銚ハ第６群ノ對照ヲ除キ凡テ彊

陽性反感ノ成績チ示スラ認ノタリ。

　　　　　　

第五項

　

本節ノ小括

非特異的物質或ハ特異的物質等列羽ヒタルガ、

最モ良ク「ツ」反感ヲ･起シ得ル物質ハ彊毒結核菌

タルベク次デＢＣＧ、「オムナデン｡¦、加熱死結

835

核菌等ナリ。梢ｌ軽微ナル反底ヲ･起フヽモノハ、

｢カゼイン｣及ピ｢チモテ｣菌ナリ。而シテ是等ノ

物質ハ何レモ注入後５日ニシテ既ニ｢ツ｣反嘸チ

陽性化セシム。然レドモ弼毒結核菌二於テハ注

入後既ニ４日目－シテ弼陽性ば恋ラ示スヲ知レ

リ､。非特異的物質ノ｢カゼイン｣、｢チモテ｣菌及

ビ｢オムナデン｣等ノヽ、｢ツ｣μ恋陽性期間何レモ

短クー過性ナリ。

第二節

　

＝=しふ氏現象拉二剖検所見

コ

　

･ソ

第一項

　

ＢＣＧ一ぐツ｣反感陰性!･-ｙカゼ

イン｣－(｢ツ｣反感陰性)-ﾀBCG―(｢ツ｣

反感陰性)處置群ぐＡ群バ第11表參照)

ホ氏現象二於ケル早期μ嘸ハ、第１群ヨリ

第５群迄デ第２群ノＮｒ. 22 ノ１例ヲ除キ各群、

各獣共二凡テ陽性厦感ヲ･認ぺ對照第６群ノ各

獣ハ凡テ陰性成績ナリキ。近接局所淋巴腺洞知

平均目数ハ各群、各駅共二對照第６群ノ各駅二

比シ梢ｌ遅ク、潰瘍殺生平均日数ハ各群、削

何レモ第６群ノ對照ノ各歌二比較シテ早期二殺

生セルヲ認ノ･タリ。而シテ該潰瘍ハ第１群二於

ケル各獣何レモ治癒ヲ見ズシテ死二到ルーデ存

在シ、第２群二於ナルＮｒ．17，Ｎｒ.21ノ２例、

第３群二於ケルNr. 26，Nr. 28 ノ２例、第５

群二於テダヽ全例、何レモ再感染期間中二於テ治

癒ヲ認ノタルモ、第４群及ヒヽ｀對照第６群二於ケ

ル各獣ハ何レモ治癒ヲ認ノ･ザリキ。

剖検所見こ一於ケル各臓器二於ケル結核性病受二

就テ之ヲ観レバ、一般的二對照第６群二比シ結

核性病愛顕著二良好ナル刊

テ比較スルニ第１群ハ第２群ト同程度－シテ第

３群二比シ梢ｌ良ク、第4、第５ノ雨群二比シ

梢ｌ悪化セルヲ･認ノ･タリ。更二各群、各獣ノ病

甕ヲ見ルニ第３群二於テ､ハNr. 27 J如キハ牌

二結節中等度存在シ且ツ雨肺及ビ肝何レモ病受

テ認へNr. 28 ・ヽ結節小数存在シ且ツ肝叉犯

サル。第4、5ノ雨群二於テNr. 165, Nr. 176,

Nr. 181 ノ如キ､ハ毫モ肉眼的二結核性憂化ヲ認

･'ザリキ。之レニ反シ第６群ノ對照ノ各獣ハ何

レモ高度ノ病愛テ示シNr. 173 J如キハ全臓

器二結核性病愛ヲ認ノタリ。

　　

第二項

　

:ＢＣＧ一(｢ツ｣反感陰性)-４｢チモ

　　

テ｣菌－(｢ツ｣反感陰性)り人型加熱死結

　　　　

核菌(｢ツ｣反感陰性)虚置群(Ｂ群)

　　　　　　　　

(第12表參照)

コヴホ氏現象二於ケル早期反嘸ハ、第１群ヨリ
心wW㎜I四
第３群迄デ各群、各歌何レモ陽性テ示シ、第４

群二於テNr. 161及ビ第５群二於ケルNr. 190

ノ１例宛チ除キ陽性成績ヲ･認ノ、對照第６群二

於ケル全例ハ陰性成績ナリキ。、近接い所淋巴腺

鯛知平均口数へ各群、各獣共二對照第６群ノ

各獣二比シ梢ｌ遅ク、潰瘍殺生平均日数ハ各群、

各猷何レモ對照第６群ノ各歌二比シテ早期二殺

生セルチ認ム。該潰瘍ハ各群ノ各獣大部分治癒

ヲ'見ズシテ死二到ルーデ存在スルモ、第１群ノ

Nr. 40， Nr. 36　ノ２例、第３群ノ　Nr. 26，

Nr. 28 ノ２例ハ再感染期間中二治癒テ見タリ。

剖検所見二於ケル各臓器ノ病愛二開シテノヽ、。ﾐ=-_

般的二對照第６群ヨリ各群何レモ病愛軽度ナル

ヲ･認ム。とテ各群二就テ観レバ、第１群ハ第２

群ト同程度ヲ示シ、第３群二比シ梢ｌ良ク、第

4、第５ノ雨群二比較シテ病愛軽度ナルテ認ム。

更二各群、各歌ノ病愛ラ観察丿りレニ、第３群二

於テハＮｒ．27ノ如キノヽ牌二中等度ノ結節存在
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スルヲ･認ノ、且ツ雨肺及ビ肝ノ何レニモ病憂ヲ

認八Nr. 28 、ハ小散ノ結節形成肺ニモ肝ニモ

認メラル。第１群二於ケルNr. 32, Nr. 36第

２群二於ケルＮr．49ノヽ第３群ノＮｒ． 28 ト同

程度ヲ･示シ第４群ノ

　

Nr. 161 ハ對照第６群ン

Nr. 173 ト略ｌ受ル處ナク、Nr. 162ハ第３群

ノＮｒ．27ト同程度ノ病愛チ示シ、第５群ハ凡

テ第３群ノＮｒ．28 ト略ｌ宛ル處ナキ病受ヲ示

ス。對照第６群ノ各獣ハ何レモ高度ノ病受ヲ･認

ノＮｒ．173 ノ如キノヽ全臓器二多数ノ結節充満

スルテ認ノ･タリ。近接局所淋巴腺二開シテハ、

凡テ乾酪様憂性ヲ認ノ腫脹度ハ對照二比シ幾分

僅少ノ感ラ呈ス。

　　

第三項

　

ＢＣＧ一(｢ツ｣反感陰性)り｢オ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

【第17巻

　　

ムナヂン｣(｢ツ｣反感陰性)處置群(C群J

　　　　　　　　

(第13表參照)

コヴホ氏現象二於ケル早期反吉へ第１及ビ第

11

２群ノ雨群ノ各獣何レモ陽性反庖ヲ示シ、第３

及ビ第４群ノ對照ハ何レモ陰性成績ナリキ。近

接局所淋巴腺鯛知平均日倣ハ對照第４群二比シ

第１及ビ第２ノ雨群ハ梢ｌ遅ク、第３群ハ對照

ト大差ナク、潰瘍殺生平均日斂ハ對照第４群二

比シ第１及ビ第２ノ雨群ノ各獣ハ何レモ早期二

登生シ、第３群ハ對照ト宛化ナキヲ認ム。潰瘍

ハ再感染期間中二治癒シタルモノ第１群二於テ

全例、第２群二於テノヽNr. 27ヲ除キ他ダヽ凡テ

治癒ヲ認ノタルモ第３及ビ對照ノ第４群､ハ死二

到ルーデ治癒テ見ずリキ。

　　　

表

げ　　別 第　一　群 第　二　群 第　三　群 第四群 第玉群 第　六　群

海瞑番孤 １ ３ ８ ９ 17 21 22 26 27 28 165 166 176 178 181 170 173 174 175

｜閣　飴　時 300 290 280 310 300 340 310 270 290 310

僣
重

心惑

｢カセ'イソ｣接種時 460 430 410 490 470 495 500 420 435 470 310 295 290 330 310 310 340 320 330

ＢＣＧ接種時 440 420 420 490 500 540 550 460 480 520 320 300

640

330 370 345 340 385 370 380

感　染　時 710 700 680 720 740 800 790 750 780 810 600 690 710 690 680 700 720 700

ｊ剖　橡　時 780 820 750 790 830 860 820 820 790 800 690 730 780 795 820 640 650 680 690

生存日徴(日) 435 434 434 435 432 432 430 435 435 435 312 312 312 312 312 312 312 312 312

感染時ョリ剖検時

二至ル日敷(日)
74 73 73 74 71 71 69 74 74 74 75 75 75 75 75 75 75 75 75

死　　　　　因 殺 殺 殺 殺 殺 殺 死 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺 殺

感染前48時間後

二於ケル10％薯
｢ク｣皮内灰塵

４×３２×２６×６ - - - - - - - - - ２×２3×3 四 - - - -

｜早期反胞 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - - - ㎜

コ

　ツ

ホ

氏

現

局所淋巴腺鱗知
迄ノ日撒ぐ日）

８ ６ ７ ８ ７ ７ ９ ８ ７ ８ ９ ８ ７ ９ ８ ７ ７ ７ ８

潰瘍登生迄ノ
日敷(日)

９ ６ ８ ７ ６ ７ ９ ７ ５ ６ ７ ９ ８ ７ ７ 10 11 10 12

象潰瘍俘夕日徴

　　(日)
52 65 50 49 60 54 69 50 63 66 45 50 28 65 64 65 63

｜肺｜病植 - - - -
　　１-．-

四 - ● ● - - 四
- - ●

　●●● - -

剖

検

所

見

肝 病　礎 - - - - ㎜ - ㎜ －レ - - - - 〃 - 四 ●● - -

牌
重祁ﾄﾞ瓦く0.8 ０．９０．９１．０１．２０．８０．６０．８１．２１．００４ ０．９０．６0.9 ０．８１．２２．４１．５１．４

病　樋 ● ● ● ● ●● ● ● ● 　●●●
●● - ● - ● - ●●

●●
:･S ●●

●● ●●
●●

緋
病　慢 - - - - - 〃 四 - - - - 〃 - - -

　　　　　１
　　　　　｜=　　　● - -

病　植ｌ一 - - - - - - - - - - - ㎜ ㎜ - －ｊ・- -

近　接
淋巴腺

大　サ 恥 併3 恥 咄 冊2 瓶 恥 冊2 冊1 冊2 軋 恥 桐･3 恥 恥 冊2 冊2 曇2 嗇2

崩　琲 酷 ●● ・・

　｜

●●　　　・・ ●● ・● ●１ ９● ●●
・・ ● ● ９● ●● ●● ・・ ・● n 日
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群　　　　　別 第　一　群 第二群 第　三　群　第四群 第　五　群 第　六　群

海　狼　番　妓 32 36 40 豹 50 26 27 28 161 162 186 189 190 170 173 174 175

僣

重

心瓦

開　　　始　　　時 290 320 310 310 280 270 2901 310i
　　　｜　　　　｜

｜　　　：　　　　！

｢チモテ｣菌接種時 475 460 495 480 430 420: 435ﾚ170! 300 325 310 300 280: 310 340 3琲330

人型加無死結核菌
接種時

490 495 520 550 480 460 480 520 350 345
　！　l，

290　350　340
　　　1　　1

訓0 385･ 370, 3ﾄﾞ０
　：　１　，

感　　染　　時 700 700 740 770 670 750 780 810 640 660･ 650 7201 690¦ 680 700 720ﾚ700

つ剖　橡　時 730 760 720 810 750 820 790 800 630 6↓0 650 730 660 削0　650　6×0　6り0

生　が　日　椴（日） 434 435ﾚ431 435 431 詔5 435 435 312i 3121 312 312 312 312 312 3121 312

感染時ョリ剖接時二至
ル日徴(日)

73 74　1　73 74

殺

73 74 74 74 r｀9　　●－－！〃〃75 1ﾀﾞ）μ

　　･，　Ｓ

75 75 ～ｒ　　ﾀﾞ～｀’　f－－　　rW－
jJ）　　μ）　　hT）　　1，T）

死　　　　　　　　　因 殺 殺 殺 　殺　－

3×2

殺

〃

殺 （ｎ 殺；殺 殺 殺 司ﾚ殺　殺 殺

感染前48時間後二於ケ
ル10％鳶｢ク｣皮内反鹿

- ２×２ - ４×４ - －

＋

- - ４×４　！　｜
一　一　－　－　－

　ｉ　　ｊ　　　　　ｌ
-

。¦　早　期　反　鹿 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - ＋ ＋ ＋ - 一　一　一 －

８
　ツ

ホ

氏

現

局所淋巴腺蝸知迄
ノ日敷(日ｊ

10 ●ヽ　　～１　　　／ ９ ８ ８ ７・　８
　１

８ ９ ９ ９ ９ 　１７　７　７
　１

潰瘍費宅迄ノ日斂(日) ９ ６ ６ ７ ６ ７ 引　６ 10 ８ 10 ９ 8 1　101　11　１　1012

象¦　潰瘍存在日徴(日) 64う4ド2 67 67 54 69 50 65 67 65 66

－

67 65　　64　　65 63

｜　肺　｜病磋 四 - - 〃 - - ● ● 　●
●●

● - ● ● ●　　，　　　　　　-　-

剖

桧

所

見

肝 病　樋 - - - - - - ●　　　-　　　●●
　　，　　　ｊ

- - -　- - ●●汁 -

肺 重量
　　一病植

１．００．９０．８０９ ０．８０．８１．２１．０２．４１．４１．０１．１１．１１．２１２．４ １．５１．４

●● ●●

-

●● ● ● 　●
●●

●● こ･: 　●
●●

●● 　　　　　１●・ﾂﾞ． ●●
●●

．．｜●●

●●●ｉ●●
●●
●●

（ｽﾞ
病　磋 - ㎜ - - -　- - ● -－ - ‾　ｊ　‾　１　‾　ｉ　°ｉ　‾　ｌ　‾

病　磋 -・- - - - - - - ● - - - - - ●

四 四

i斤ﾎ応;祓円1息
大　サ 升ｈ 冊3 桐3 恥 冊3 冊3 冊2 冊1 冊2 冊3 軋 冊2 冊3 冊2 冊3 冊2 冊2

̃゛⌒｀r●'｀一一‘‘/″●゛F
　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　病　磋

酪ﾚ∧∩９９　ｊ　･．　ｊ　　．　ｊ　･ｌ ・９
●●　

｜　･●　ｌ　●ｌ

●●　

｜　

●●　

｜　

●９
● ●

　　　ｌ讐-t,-

群
一
海

別

僣
重
（
瓦
）

狽

Ｊ、

　

ナ

　

番

　　　

妓

-

　　

一
始

　　　　　

時
---
ﾁﾞｙ｣接種時

　　

一
染

　　　　　

時
一一一
検

　　　　

時

生

　　

存

　　

日

　　

敷

　

（日）

　　　　

一
感染時ヨリ剖検時二至ル日敷（日）
一一一
死

　　　　　　　　　　　　　　

因
一 一 一 一

問帑笑覧1ほ後二於ヶル10?ぶｲ?

コ氏

ツ現

ホ象

早

　　　

期

　　　

反

　　　

惑
一一一一
局所淋巴腺鯛知迄ノ日敷（日）
一一一
潰瘍曇生迄ノ日敷（日）

横瘍が在日敷（日）

第

第

　

一

　

群

62

-
280
-
490
-
510
一一
580
2 1 5

- ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜

7 4

殺
-

4×

-
＋

-

　

8
-

-
16

一

　
　

一

　

４

63

-
290
-
500
-
540

670
-
215
-
7↓

- -

殺

67

310

520
-
530

殺

４×が2×2

＋

－
6

－
6

－
15

＋

－
8

－
9

－
17

13 夫

第

　

二

　

群

26

2701

７

27

囲
一

一
＋

－

　

7

－

　

∂

－
69

―

　

―

Ｉ

ｌ

・

ｌ

28

殺
－

一

一
＋
－
8

－
6

－
50

ｊ
剛

106

-

－ － J

J

209

3菊
-
330

310

-
106

一一
71

　

1

　

74

殺

一一

２×２

一
一

一

　

７

10

－
64

吸

一

一
一

｀
‘
１

　

9

･･--
65

群

一一

210 21

一 一 一

350
岫

-
74 I

-
殺
-

-

‾1
-

一一

　

”

　

,T）

一 一

第

１

370
-
106
-
74

殺

170

四

－－

群
- - － -

―
・
－

　

４

　

？
ｔ

　

１

‐
―
－
：

　

９
り

　

｛
’
４

　

１

一 一 一

１

G0 660丿

7001器

耐

一 一 一

一一

j ，T）

殺

－

－

一一一

一

つ
Ｉ

一 一

11

一
剛

-

- ・ －

7j0 7

(沼0
-
312 312

75／75

殺

-

-
-

｀
ｊ

10

リサ;5

一 一 一

殺
－

一

一
一

む

680

一一
640

一
割2
--
75

夏

-

一
一

ソ
10

一一

65

一 一 一

595 S20　790　800
－ノー･--!
215＞↓35 435ト↓35
一二－－スー－
7↓

　

7√74 I 71

殺

－

－
＋
－
８

｛
。
’
Ｉ

54

"

-
-
-

10

一一

叫

-

　

9

-
65
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剖

接

所

見

肺 病　　　受 - -
四 -

-

　●　　　●　　　-　１　●●　｜　● =　｜　　●　　｜　●･● -
-

四

肝 病　　　磋 四 - - - 　　　　ｌ●　　，= - - ● ㎜ - ●● 四 -

碑
重　　　量 ０．５０．７０．４０．８1.2, １．０１．６１．８１．５２．０１．２2.4 １．５１．４

病　　　礎 - - - ● 　●
●●

●● ●●
●●

●●
●●

::！::
●●
●●

ご･： ●●
●● ●●

●●

堕丈
左 病　　　礎 - 四

- - - - ㎜ 四
● - - ●

四
-

”　ｉ　右 病　　植 - ㎜ ㎜ - - - - - ● ㎜ - ● - -

近接淋巴腺
大　　　サ 冊2 冊2 冊3 冊2 冊ﾚ冊ご冊1 冊2 冊1 冊3 冊2 冊3 眺 冊2

病　　　植 酪 ・● ●● り ９１　１　●●　　　●１ ・・ ●● ・・ ●● ●● ・・
１タ

剖検所見二於タル各臓器ノ結核性病慢度二開シ

テダヽ、一般的二對照第４群二比シ第１群及ビ第

２群ノ雨群ノ各獣何レモ軽度ナルヲ認ノタリ。

第３群二於ケル各獣ハ對照第４群ト大差テ認ｊ

ズ。之テ各群、各獣二就テ観レバ、第１群二

於ケル全例二於テハ何レモ肉眼的愛化サ認ム

ルコトラ得ズ。第２群二於テハNr. 27 ノ如キ

ペ淳二中等度ノ結節存在フヽルヲ･認ノ･、且ツ雨肺、

肝共二病慢判

ヲ肺及ビ肝二之ヲ認ム。第３及ビ第４群ノ各歌

ノ牌ハ何レモ高度ノ病慢ヲ･認ノ･就中第４群ノ

Nr. 173、第３群ノＮｒ． 210 ノ如キハ全臓器二

無倣ノ結核性結節二存在スルヲ･認ノ･タリ。近接

局所淋巴腺二開シテハ、凡テ乾酪様慢性二陥り

居ルラ認ｙ且ツ大サエ於テハ對照二比シ梢い1ヽ

ナルヲX忍ム。

　　　　　　

第４項

　

本節ノ小括

以上各項二於ケル賓験成績テ通覧シテ之テ小括

ノヽレバ、木同ノ賓験二際シ對照テ除ク何レノ

Ａ、Ｂ．Ｃノ各群ノ海倶ノ大部分二於テ早期反庶

・･ヽ陽性成績ヲ･示セリ。近接局所淋巴腺鯛知事均

日数モ對照二比シ梢ｌ遅レ、潰瘍稜生平均日数

モ對照二比シ梢ｔ早期二殺生スル刊

然レドモ第Ｃ群ノ賓験ノ場合二於ケル第３群卸

チ「オムナデン」處置海銚ハ何レモ對照ト大差ナ

カリキ。剖検所見二於テハ、各Ａ、Ｂ、Ｃ群共

二何レモ其ノ各賓験群ハ對照ヨリ病憂軽度ナル

ヲ認ノシガ、就中第Ａ群ノ責験二於テハ第３群

が第1、2、4、5ノ４群二比シテ梢ｌ病受弼カリシ

ノヽ恐ラクＢＣＧ接種後１ヶ年ノ経過ヲ･トリシ篤

メーシテ、免疫カノ低下テ示シタルタノナラン。

第Ａ群ノ賓験ノ場合二於ケル第４群及ビ第５群

が第１群及ビ第２群二比シテ病宛強度ナリシ

'^＼ 第１群及ビ第２群ハ屍キニＢＣＧヲ･以ツテ

處置シ且ツ後二人型加熱死結核菌テ接種セルヲ

以テ軍ナル人型加熱死結核菌ノミノ接種二比シ

テ病受軽度ナルハ常然ナリ。第Ｂ群ノ賓験二於

ケル第３群が對照第４群二比シ大差ナカリシハ

｢オムナヂン｣處置ノミナルテ以テナリ、、之ヲ要

スルニ各同ノ寅験二於テＢＣＧハ人型加熱死結

核菌二比シ免疫力勝ルト言ハデルテ得ズ。

第四章

　

總括址二考按

以上各項二於ケル賓験成績テ通覧シテ之ヲ･總括

スレベBCG １．０托皮下注射沁=倶ハ４ヶ月後大

多倣ノモノハ｢ツ｣皮内反忠陰性二翰化スルヲ認

ノ'タリ。而シテ其ノ際該動物二非特異的物質ナ

ル｢カゼ･1ン｣或ハ｢チモテ｣菌或ハ｢オムナヂン｣

ヲ･夫々皮下二注入シタルニ、處置後５日目ニシ

テ既二弱陽性ノ｢ツ｣反忠ザ示シ、漸次時日ノ経

過ト共二再ビ｢ツ｣反忠陰性二韓化セリ。コノ動

物二更ニＢＣＧ、人型加熱死結核菌ノ如キ特異

的物質ヲ注射セリ。

　

ソノ結果處置後５日目二及

ビ｢ツ｣皮内反庶テ検スルニ｢チモテ｣菌、｢カゼイ

ン｣等列主入シタル場合ヨリノヽ強度ノ｢ツ｣反忠

登現ヲ･認ノタリ。而シテ其ノ際ＢＣＧノ'ヽ人型加

熱死結核菌ノ注入動物ノ｢ツ｣反忠成績二勝り居

レリ。更ニ15日後ノ反忠ハ其ノ賛赤、浸潤度ヲ

噌彊シ、１ヶ月後二於テ｡ハ最高頂二逡シツヽ時



日ノ経過ト共－７ヶ月ヲ'経ルニ及ビ大部分｢ツ｣

皮内反息陰性二韓化スルヲ･認ノタリ。最後ニコ

レニ彊毒人型結核菌0．1赴ザ感染セシｙタリ、、

コノ場合ニモ早期反座ヲ･認ノ･接種後４日目ニハ

｢ツ｣反息ノ彊度陽性化ヲ･認ノ･タリ。斯クシテ70

日後剖検シタルニ何レモ著明ナル免疫性ノ存在

ヲ'認ノ･得タリ。従来ヨリ｢ツベルクリン｣反息陽

性ナルモノ・ヽ結核免疫力強シト云､ハル。郎チ｢ツ

ベルクリン・アレルギー｣ト結核免疫トノヽ相拉行

スルト考ヘラレシモ最近柳津、吉田ノ雨氏､ハ賜

毒結核菌テ以ツテ海狸ヲ處置シテ吉田氏ダヽ約牛

歳、柳滞氏､ハ約１ヶ年後二之が｢ツ｣反意陰性陽

性二不拘、再感染テ行ヒタルニ免疫的敷果(感染

防禦力)著明二存在セリト報ジ以テ｢ツ｣反吉陰

性ナルニモ不拘狗且免疫力(感染防禦力)ヲ有シ

之レヲ･以テ｢ツベルクリン・アレルギー｣ト免疫

トノヽ相拉行セズト況ケリ。余ノ賓験二於テモ既

ニ第Ａ群盲験ノ場合ノ第３群二於タル各海姚・ヽ

約１ヶ年間放置シ、第４群及ビ第５群ノ各駅ハ

約７ヶ月間放置シ、其ノ間何等ノ操作ヲモ施サ

ズシテ淘且ツ吉田、柳厚雨氏ト同様ノ成績ヲ'認

ノ･タリ。然ルニ更二一歩ヲ･進ｙ第Ａ群盲験ノ場

合ノ第１群及ビ第Ｂ群賓験ノ場合ノ第１群、第

Ｃ群賓験ノ場合ノ第１群二於ケル各海挑二認ｊ

ルガ如ク夫々非特異的物質或ハ特異的物質二論

ナク、｢ツ｣反恵ヲ･陽性化セシノ得タリ。従ツテ

是等賓験ノ全経過二於テ｢ツ｣反恵テ観察スル

時、一ツノ波状型ヲ形成ス。卸チConradi ｕ．

R. Bieling ;唱ヘル既往性血清反恵一モ類ス

ベキ性状ラ有ス。従ツテ皮内反恵陰性糖化が果

シテソノ個醵ノ全キ｢ツベルクリン・アレルギ

ー｣性チ消失シタルモノナリヤ否ヤノヽ直チュ論

断スベカラズ。之レニ開シテハ楢研究ノ飴地ア

リ。

第五章結論

以上ノ賓験成績ヲ以テ左ノ如ク結論セントス。

(１)ＢＣＧＩ．０尨ヲ以テ免疫サレタル海痕ハ４ヶ

月後二大部分｢ツ｣反恵陰性二韓化ス。

(２)該｢ツ｣反恵陰性海倶ニ｢カゼ≒1ン｣0．5瓦、

及ビ｢チモテ｣菌100廷、及ビ｢オムナデン｣注射

液1．0托等ヲ夫。々注入シタル場合二處置後５日

目及ビ15日目二於テ｢ツ｣反恵極ク微賜ナルモ

陽性二反恵シ就中｢オムナデン｣ニ於テダヽ夫等ヨ

リモ梢り服度二反恵ヲ示シタリ。但シ何レモ處

置後30日目二至ツテ､ハ消失セリ。

(３)｢ツ｣反意陰性海痕二更ニＢＣＧ、人型加熱

死結核菌ヲ夫々注入シタルニ何レモ｢ツ｣反意陽

性二韓化セシムルヲ得ル。而シテＢＣＧノ｢ツ｣

反塵賦呉能力抗原ハ人型加熱死結核二勝ル。

(４)更ニ｢ツ｣反塵陰性海挑二強毒結核菌テ接種

シタルニコ｡､ネ氏現象ヲ倚認ノ'タリ。

　　　　

-
(５)以上ノ如キ｢ツ｣皮内反塵陽性韓化べ

経過ヨリ之テ観ルニ既往性血清反恵二類スベキ

モノナリト信ズ。

(６)斯カル反塵ヲ･呈スル海挑ダヽ結核菌感染二對

シテ著明ナル感染防禦力(免疫力)テ有ス。

(稿ヲ終ルニ臨え、御指導御校閲ヲ辱フセシ恩

師戸田教授及ビ不断ノ御鞭麹ヲ･賜リタル後藤教

授二深甚ノ謝意ヲ表ス)。
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